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「レファレンス   サービス」とは？   司書が、あなたの調べたいことについて、 資料や情報を探して紹介したり、調査方法な どの相談に応じるサービスです。  
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特集：「働き方を考える」


複雑に入り組んだ現代社会において、どこでどのように働くのか、20歳の時に


選んだ働き方は、果たして60歳になった時にも通用するのでしょうか。


　 これは若者だけが抱えている問題ではないため、様々な世代へ向けて


“ハウツー本ではない、個人の「働き方」を考える本”が出版されています。


その一部を紹介します。





★図書


『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?11&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E5%25A4%25B1%25E3%2582%258F%25E3%2582%258C%25E3%2581%259F%25E6%2584%259F%25E8%25A6%259A%25E3%2582%2592%25E6%25B1%2582%25E3%2582%2581%25E3%2581%25A6%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2231612&ctg=1&reqsch" ��失われた感覚を求めて－地方で出版社をするということ－�』三島邦弘/著　朝日新聞出版　2014.9


「一冊入魂」の出版活動をつづけるミシマ社代表の著者が、日々の仕事から生まれる違和感を徹底的に書き尽くす現在進行形の書。





『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?3&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E5%25A5%25B3%25E6%2580%25A7%25E5%25AE%2598%25E5%2583%259A%25E3%2581%25A8%25E3%2581%2584%25E3%2581%2586%25E7%2594%259F%25E3%2581%258D%25E6%2596%25B9%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2361532&ctg=1&reqsch" ��女性官僚という生き方�』村木厚子/編　秋山訓子/編　岩波書店　2015.12


“官僚”という職業も、人生における選択肢のひとつに過ぎない、と気づかされる一冊。





『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?6&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E2%2580%259C%25E3%2581%25B2%25E3%2581%25A8%25E3%2582%258A%25E5%2587%25BA%25E7%2589%2588%25E7%25A4%25BE%25E2%2580%259D%25E3%2581%25A8%25E3%2581%2584%25E3%2581%2586%25E5%2583%258D%25E3%2581%258D%25E3%2581%258B%25E3%2581%259F%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2323789&ctg=1&reqsch" ��“ひとり出版社”という働きかた�』西山雅子/編　河出書房新社　2015.7





『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?2&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E5%25A5%25B3%25E3%2580%2581%25E4%25BB%258A%25E6%2597%25A5%25E3%2582%2582%25E4%25BB%2595%25E4%25BA%258B%25E3%2581%2599%25E3%2582%258B%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2313766&ctg=1&reqsch" ��女、今日も仕事する�』大瀧純子/著　ミシマ社　2015.7


“普通に働きたい”女性、必読の一冊。





『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?14&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D5%25E5%25B9%25B4%25E5%25BE%258C%25E5%2583%258D%25E3%2581%258F%25E8%2587%25AA%25E5%2588%2586%25E3%2581%25AE%25E5%25A7%25BF%25E3%2581%258C%25E8%25A6%258B%25E3%2581%2588%25E3%2581%25BE%25E3%2581%2599%25E3%2581%258B%253F%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2127574&ctg=1&reqsch" ��5年後働く自分の姿が見えますか?�』角川書店　2013.9





『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?17&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E6%259C%25AA%25E6%259D%25A5%25E3%2581%25AE%25E5%2583%258D%25E3%2581%258D%25E6%2596%25B9%25E3%2582%2592%25E8%2580%2583%25E3%2581%2588%25E3%2582%2588%25E3%2581%2586%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2097436&ctg=1&reqsch" ��未来の働き方を考えよう－人生は二回、生きられる－�』ちきりん/著　文藝春秋　2013.6





『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?21&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E5%25AE%259F%25E8%25B7%25B5%25E3%2583%25AF%25E3%2583%25BC%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25A4%25E3%2583%2595%25E3%2583%2590%25E3%2583%25A9%25E3%2583%25B3%25E3%2582%25B9%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=1957255&ctg=1&reqsch" ��実践ワークライフバランス�』小室淑恵/編　日本能率協会マネジメントセンター　2012.3





『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?24&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E3%2581%25BF%25E3%2582%2593%25E3%2581%25AA%25E3%2580%2581%25E3%2581%25A9%25E3%2582%2593%25E3%2581%25AA%25E3%2581%25B5%25E3%2581%2586%25E3%2581%25AB%25E5%2583%258D%25E3%2581%2584%25E3%2581%25A6%25E7%2594%259F%25E3%2581%258D%25E3%2581%25A6%25E3%2582%2586%25E3%2581%258F%25E3%2581%25AE%253F%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=1818396&ctg=1&reqsch" ��みんな、どんなふうに働いて生きてゆくの?�』西村佳哲/著　弘文堂　2010.12


奈良県立図書情報館で開催されたフォーラム「自分の仕事を考える3日間」の記録。





★ホームページ


「働きやすい・働きがいのある職場づくりサイト」（厚生労働省） � HYPERLINK "http://www.mhlw.go.jp/chushoukigyou_kaizen/" �http://www.mhlw.go.jp/chushoukigyou_kaizen/�














三島市


職員向け








2016年2月15日号





「ミシマ社」という出版社をご存じですか？





代表の三島邦弘さんが31歳の時に立ち上げた


ミシマ社は、2016年に10周年を迎えます。


生まれ育った京都に本拠地を置き、自身で新しい


働き方を模索しながら、それを世に問うような


本づくりをしています。





図書館では三島さんをお迎えした講演会を企画しました。三島さんは、以前から同じ名前の三島市に親しみを感じ、三島を訪れたこともあるそうです。この機会に是非、お話を聞いてみませんか？








★図書館講座





演題:「� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/libguidecontents.html?28&pid=638" ��これから読書はもっともっと面白くなる！�－ミシマ社、三島で語ります。�」


日時: 平成28年2月27日(土)


午後2時から3時30分(予定)


場所: 三島市民生涯学習センター3階・講義室


定員: 150人











図書館のしごと紹介


「図書館ボランティア」





　　　








図書館では、5つのボランティアが活動しており、今回は図書館の日常業務を支援して


いただく「図書館ボランティア」を紹介します。現在32名が活動しており、図書館の仕事を


お手伝いいただくことで、図書館への理解を深めてもらう機会にもなっています。





主な活動内容は4つあり、移動図書館車が学校で貸出業務を行う際の補助、新刊本の帯貼りと装備、


三島市に関連する新聞記事のスクラップ帳の作成、毎朝届く新聞を綴る作業をお願いしています。この他に、


子どもの工作教室の際、子ども達を指導する等、様々な場面で活躍しています。図書館ボランティアの皆さんが


無償で行ってくださるこれらの活動が、業務を進める上で大きな力になっています。





任期は2年間ですが、継続して活動してくださる方もいます。毎年2月に新年度のボランティアを募集し、


今年も3月3日まで受付しています。興味がある方がお近くにいましたらご案内ください。





★図書館ボランティア募集　� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/libguidecontents.html?2&pid=666/" �http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/libguidecontents.html?2&pid=666/�





（なお、他に「点訳」・「音訳」・「ブックスタート」・「セカンドブック」でボランティアが活動しています。）




















＜回答＞　


三島市の市街地の状況が、当時の市役所日誌（昭和19～20年）に


詳しく記載されている。


警戒警報は、昭和19年9月19日12:30発令されたのを初回として、


終戦後の昭和20年8月18日までの間に217日、計384回。また


空襲警報は、昭和19年11月1日13:54発令されたのを初回として、


昭和20年8月15日までの間に60日、計70回を数える。


昭和20年7月16日から翌朝にかけての当直日誌によると、16日23:10から17日3:05までの間空襲警報が出ている。そこには「沼津市に焼夷弾。市内数ヶ所火災発生。三島市は無事」、「三島市に投下された焼夷弾　大事に至らず消し止められた」との記載もあるが、投下場所については


記載されていないため、その時のことを大宮町の古老（元市職員（86歳）外２名）に伺ったところ、焼夷弾の落下場所は川原ヶ谷の「願成寺」北東側であることが判明した。天神原（加茂川町4099-4 レオパレス天神原）付近に落ち、山積みされた麦藁の束が燃えた。また、願成寺の北東7～80ｍの所には爆弾で大きな穴（直径10ｍ位、深さ4～5ｍ位）が出来ていたことを記憶していると話されている。


　また、小出正吾著『童話から童話へ』によると、「ある日、艦載グラマン機が２機飛来して、


裏山（東海道本線の小出山隧道と次の谷田隧道の中間）へ爆弾を落とした」との記述がある。


小出氏は、昭和20年3月10日、4月13日の東京大空襲の後、最後の疎開列車で三島に引き揚げて来ている。


　なお、中郷村にも焼夷弾等が落とされているようであるが、合併前であるため三島市の日誌には記録されていない。





＜提供資料＞


『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?12&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E4%25B8%2589%25E5%25B3%25B6%25E5%25B8%2582%25E8%25A1%258C%25E6%2594%25BF%25E9%2596%25A2%25E4%25BF%2582%25E5%258F%25B2%25E6%2596%2599%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=1120068&ctg=1&reqsch" ��三島市行政関係史料　箱No.1983�（日誌 三島市役所 自昭和19年8月13日 至昭和21年4月13日）』


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三島市　1927


『� HYPERLINK "https://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?24&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E3%2581%25A9%25E3%2581%2586%25E3%2582%258F%25E3%2581%258B%25E3%2582%2589%25E3%2581%25A9%25E3%2581%2586%25E3%2582%258F%25E3%2581%2588%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=240870&ctg=1&reqsch" ��童話から童話へ －ある児童文学者の回想録－�』小出正吾著　教文館　1980





（＠ｏ＠）！


図書館では、地域資料コンシェルジュとして岩田副主任が過去の行政資料の整備を進めています。


行政で作成した報告書やチラシなども貴重な資料です。ぜひ図書館に提供してください。














レファレンス事例　


昭和20年の「沼津大空襲」は全国的にも知られているが、三島市はどのような状況だったか。





図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/" �http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�




















今月のピックアップ　ー新着資料から





仕事に行き詰った時や、悩み事が解決されない時に、カウンセリングを受けてみたいと思ったことはありませんか？


そんな時、多くの人は「カウンセリング」や「カウンセラー」について、なんとなく「悩みを相談する」とか「心の問題を解決してくれる」といった程度に、理解しているのではないでしょうか？


本書は、カウンセリングの入門書として、具体的に「どこで受けられるのか？」「料金はどのくらいなのか？」「効果があるのか？」など、カウンセリングを受けたいと思った人の疑問に、プロカウンセラーがＱ＆Ａ形式で簡潔に答えてくれます。


悩みや問題を独りで抱え込まないで、寄り添って聴いてもらうことで、悩みそのものではなく、自身の捉え方や考え方が変わっていくことによって、固定観念からぬけ出し、自分を受け入れながら冷静に現実を見つめ、ふさわしい行動がとれるようになるのが、カウンセリングの目的とも紹介されています。


まずは、勇気をだして相談してみる事の大切さを、改めて感じます。





『カウンセリングを


受けたいと思ったら』


上地　安昭　著　　創元社
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今月のピックアップ　ー新着資料から





仕事に行き詰った時や、悩み事が解決されない時に、カウンセリングを受けてみたいと思ったことはありませんか？


そんな時、多くの人は「カウンセリング」や「カウンセラー」について、なんとなく「悩みを相談する」とか「心の問題を解決してくれる」といった程度に、理解しているのではないでしょうか？


本書は、カウンセリングの入門書として、具体的に「どこで受けられるのか？」「料金はどのくらいなのか？」「効果があるのか？」など、カウンセリングを受けたいと思った人の疑問に、プロカウンセラーがＱ＆Ａ形式で簡潔に答えてくれます。


悩みや問題を独りで抱え込まないで、寄り添って聴いてもらうことで、悩みそのものではなく、自身の捉え方や考え方が変わっていくことによって、固定観念からぬけ出し、自分を受け入れながら冷静に現実を見つめ、ふさわしい行動がとれるようになるのが、カウンセリングの目的とも紹介されています。


まずは、勇気をだして相談してみる事の大切さを、改めて感じます。
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国の施策の一つである「地方創生」。全国各地で、様々な取組みを行っています。


著者は、庄内平野の片田舎に、たった１５０万円の


資金で開業し、創意工夫で全国的に有名になった


レストランのシェフです。この本は著者が仕掛け人と


なり、料理をとおして地域活性化を実現し、成功に


至るまでの秘話です。


地域の食材をとことん使い、ブランド化して情報発信していくことや、地域の人たちと一体になり地


域全体で豊かになることを念頭に、レストランを拠点


として実践してきた努力が語られます。また、野菜、


魚などの食材の見分け方や、それぞれの特徴を生か


した料理法も紹介しています。


自分たちのまちをどのように再生できるか、方法を探るヒントが満載の一冊です。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?3&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E5%259C%25B0%25E6%2596%25B9%25E5%2586%258D%25E7%2594%259F%25E3%2581%25AE%25E3%2583%25AC%25E3%2582%25B7%25E3%2583%2594%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2349305&ctg=1&reqsch" �地方再生のレシピ


―食から始まる日本の豊かさ再発見―�』


奥田正行　著　　ミヤザキケンスケ　イラスト


　　　　　　　　　　　 　　　  共同通信社

















図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）
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